
自
治
労
連
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

は
ｗ
ｅ
ｂ
で
総
務
省
要
請
を

実
施
、
四
国
４
県
か
ら

11人

が
参
加
。
（
や
り
取
り
抜
粋
、

文
責
：
県
本
部
。
○
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
、
■
総
務
省
発
言
）

○
労
働
時
間
の
客
観
的
・
適

正
な
管
理
に
つ
い
て
、
そ
の

方
法
や
実
態
と
の
乖
離
が
見

ら
れ
る
状
況
が
ま
だ
あ
る
。

■
適
正
に
勤
務
時
間
を
把
握

し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重

要
。
１
月

14

日
付
通
知
、

『
厚
生
労
働
省
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
』
等
の
規
定
に
基
づ
き
、

客
観
的
な
方
法
に
よ
る
勤
務

時
間
把
握
が
必
要
。
勤
務
時

間
記
録
と
実
際
の
勤
務
時
間

に
乖
離
が
あ
る
場
合
、
勤
務

時
間
の
補
正
を
行
い
、
労
務

管
理
上
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
こ
と
が
必
要
。

〔
期
末
手
当
〕

○
制
度
発
足
当
初
か
ら
、
四

国
内
に
お
い
て
常
勤
職
員
を

下
回
る
月
数
を
支
給
す
る
自

治
体
が
散
見
さ
れ
、
現
在
ま

で
続
い
て
い
る
。

■
会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の

期
末
手
当
支
給
は
、
常
勤
職

員
の
取
り
扱
い
と
の
権
衡
等

を
踏
ま
え
定
め
る
よ
う
助
言

し
て
い
る
。
令
和
３
年
度
調

査
で
理
由
な
く
常
勤
職
員
と

異
な
る
な
ど
制
度
趣
旨
に
沿

わ
な
い
運
用
の
団
体
が
確
認

で
き
た
。
期
末
手
当
の
適
正

な
運
用
を
今
年
１
月

20日
付

で
自
治
体
へ
通
知
し
て
い
る
。

〔
退
職
手
当
〕

○
退
職
手
当
支
給
の
要
件
を

満
た
す
フ
ル
タ
イ
ム
非
正
規

職
員
が
空
白
期
間
な
く
フ
ル

タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員

に
任
用
さ
れ
た
場
合
、
退
職

手
当
の
「
勤
務
期
間
」
は
双

方
の
任
用
期
間
が
通
算
さ
れ

る
か
。
ま
た
「
勤
務
期
間
」

を
「
会
計
年
度
任
用
職
員
の

任
用
期
間
の
み
と
す
る
」
条

例
改
正
は
適
切
か
。

■
国
家
公
務
員
で
は
、
一
般

職
・
特
別
職
を
問
わ
ず
、
支

給
要
件
を
満
た
せ
ば
退
職
手

当
を
支
給
し
て
い
る
。
国
家

公
務
員
の
フ
ル
タ
イ
ム
期
間

業
務
職
員
が
退
職
後
に
空
白

な
く
新
た
に
同
期
間
業
務
職

員
と
な
り
、
雇
用
関
係
が
事

実
上
継
続
す
る
場
合
、
前
の

期
間
業
務
職
員
の
期
間
も
通

算
す
る
。
地
方
は
国
の
取
り

扱
い
を
踏
ま
え
適
切
に
対
応

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

○
公
立
保
育
所
職
員
の
処
遇

改
善
事
業
が
、
す
べ
て
の
自

治
体
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い

現
状
に
つ
い
て
、
課
題
が
あ

れ
ば
ご
教
示
願
い
た
い
。

■
本
事
業
は
総
務
省
は
所
管

外
で
把
握
す
る
立
場
に
は
な

い
。
本
件
は
昨
年
末
か
ら
順

次
通
知
を
発
出
し
、
自
治
体

に
お
け
る
処
遇
改
善
の
具
体

的
検
討
の
手
法
を
明
示
す
る

形
で
助
言
し
た
。
通
知
後
に

問
い
合
わ
せ
が
多
数
あ
り
丁

寧
に
対
応
し
て
い
る
。

○
事
業
が
終
わ
る

10月
以
降

の
交
付
税
措
置
に
つ
い
て
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
処
遇
改
善
に
関
す
る
財
政

措
置
に
関
し
、
２
～
９
月
の

経
費
は
国
の
補
正
予
算
で
全

額
国
費
で
確
保
。

10月
以
降

の
必
要
経
費
は
地
方
交
付
税

措
置
を
講
じ
る
。
１
月

24日

付
で
自
治
体
へ
通
知
・
周
知

し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま

え
た
対
応
を
想
定
し
て
い
る
。

○
定
年
引
上
げ
に
関
し
、
地

方
自
治
体
で
は
定
員
管
理
に

つ
い
て
総
務
省
か
ら
何
ら
か

の
通
知
が
な
け
れ
ば
、
新
規

採
用
な
ど
人
員
管
理
の
課
題

に
対
応
で
き
な
い
と
言
わ
れ

て
い
る
。
予
定
が
わ
か
れ
ば

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
総
務
省
の
状
況
と
し
て
は
、

研
究
会
を
現
在
開
催
し
て
お

り
、
結
果
を
も
と
に
何
ら
か

の
形
で
助
言
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
把
握
し
て
い
な
い
。

県
本
部
保
育
部
会
は
２
月

21日
「
県
子
育
て
支
援
課
懇

談
」
を
実
施
し
、
実
参
加
・

リ
モ
ー
ト
参
加
合
わ
せ
て
７

単
組
８
人
が
参
加
。

は
じ
め
に
保
育
部
会
の
兵

頭
部
長
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
県
子
育
て
支
援
課
よ
り

要
請
内
容
に
対
し
て
、
①
ケ

ア
労
働
者
の
処
遇
改
善
に
向

け
て
、
子
育
て
支
援
課
と
し

て
申
請
に
関
す
る
助
言
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
各
自
治
体

や
民
間
職
場
で
こ
の
制
度
を

活
用
し
て
持
続
的
な
給
与
改

善
へ
の
支
援
が
は
か
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
②
保

育
士
の
負
担
軽
減
は
非
常
に

重
要
と
認
識
し
て
お
り
、
書

類
の
簡
素
化
を
平
成

30年
度

に
行
い
、
全
県
で
共
有
し
た
。

事
務
改
善
は
適
宜
検
討
し
て

い
く
。
③
国
に
対
し
、
保
育

士
確
保
、
配
置
基
準
基
の
見

直
し
を
求
め
る
こ
と
は
、
他

県
の
動
向
も
踏
ま
え
な
が
ら

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

21

年
５
月
「
待
機
児
童
対
策
協

議
会
」
を
開
催
し
、
各
市
町

と
県
で
保
育
士
確
保
に
関
す

る
課
題
共
有
を
行
い
、
県
が

設
置
し
て
い
る
「
保
育
士
支

援
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
の
有
効

活
用
を
進
め
る
。
な
ど
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
職
場
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
少
人
数
に

分
散
し
た
保
育
を
行
っ
て
お

り
、
保
育
士
も
配
置
基
準
以

上
に
配
置
し
て
い
る
。
実
状

あ
っ
た
配
置
基
準
の
見
直
し

と
交
付
金
を
増
額
さ
せ
れ
ば
、

処
遇
改
善
に
つ
な
が
り
、
人

員
の
確
保
も
で
き
る
と
考
え

る
」
「
ケ
ア
労
働
者
処
遇
改

善
は
、
保
育
士
の
う
ち
フ
ル

タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員

の
み
改
善
に
と
ど
ま
る
例
が

県
内
で
も
多
い
。
制
度
上
は

保
育
職
場
で
働
く
正
規
や
調

理
員
も
処
遇
改
善
の
対
象
。

時
間
的
制
限
も
あ
り
、
労
使

協
議
も
十
分
と
は
言
え
な
い

が
、
制
度
を
活
用
し
み
ん
な

が
処
遇
改
善
と
な
る
よ
う
に

し
た
い
」
「
各
自
治
体
や
各

園
で
書
類
の
簡
素
化
等
を
進

め
て
も
県
監
査
の
指
摘
で
元

に
戻
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
監

査
す
る
人
に
よ
っ
て
指
摘
事

項
が
違
う
の
で
統
一
し
て
ほ

し
い
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
進
み
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
し
て
い
る

の
で
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
の
監

査
も
可
能
と
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
意
見
や
要
望
を
伝
え

ま
し
た
。

最
後
に
子
育
て
支
援
課
か

ら
「
現
場
の
状
況
を
知
る
良

い
機
会
と
な
っ
た
。
意
見
も

踏
ま
え
、
で
き
る
部
分
は
県

と
し
て
も
推
進
し
た
い
。
特

に
監
査
へ
の
意
見
は
監
査
グ

ル
ー
プ
に
も
伝
え
る
。
す
ぐ

に
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い

が
少
し
で
も
良
く
な
る
よ
う

に
し
て
い
く
」
な
ど
の
コ
メ

ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

（１） 第５４２号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２２年 ３月２０日

第 ５４２ 号

日 程

【３月】

25 「いのち守る運動」宣伝

28 県民大運動総会

【４月】

９ 青プロ四国実行委員会

（web）・青年部幹事会

13 自治労連ツイッター・

SNS担当者（初級）向け講

習（web）

16 県本部拡大執行委員会

19 東予総支部代表者会議

20 自治労連機関紙連続講座

（web）

24 保育部会幹事会

【５月】

１ 第93回メーデー

３ 愛媛憲法集会（web併用）

11 中央行動

14 県本部拡大執行委員会

20 自治労連中央委員会

（～21）

全国自治研自治労連内実

行委員会

22 平和行進香川から引継ぎ

《労働時間管理》県内市町では客観的時間管理の方法としてＩＣカード、タイムカード、パソコンによる時間管理へ移行

が進められています。西条市は紙ベースからＰＣ入力による時間管理方法へ。宇和島市では出退勤管理をパソコン起動後の

打刻による管理へと改善しています。新居浜市ではマイナンバーカードかパソコンによる勤務時間管理へ移行としています。

《ケア労働者処遇改善臨時特例事業》四国中央市・新居浜市・西条市・今治市・宇和島市では保育士のうちフルタイ

ム会計年度任用職員の本俸を引き上げ。西予市では職員給与条例に「初任給調整手当」を新設し、医療従事者へ手当として

支給します。宇和島市病院局では処遇改善手当に加算し、対象となる医療従事者に手当を支給する方法で改善を行います。



今
治
市
職
は
２
月

16日
、

執
行
委
員
会
を
開
催
し
７
人

が
参
加
。
県
本
部
統
一
要
求

書
提
出
に
役
員
が
参
加
し
職

場
の
状
況
な
ど
を
伝
え
た
こ

と
、
市
労
連
要
求
書
を
提
出

し
交
渉
を
行
う
こ
と
を
報
告
。

組
合
員
の
声
を
伝
え
る
た
め

に
も
み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
４
月

の
新
採
加
入
に
向
け
説
明
会

の
準
備
、
未
加
入
者
へ
の
声

か
け
、
定
年
退
職
後
に
再
任

用
や
再
雇
用
で
引
き
続
き
働

く
職
員
へ
の
加
入
呼
び
か
け
、

組
合
加
入
と
自
治
労
連
共
済

加
入
を
一
体
に
と
り
く
む
こ

と
な
ど
を
確
認
。
現
在
「
組

合
員
を
主
人
公
に
し
た
と
り

く
み
」
を
テ
ー
マ
に
、
お
楽

し
み
企
画
と
し
て
誕
生
月
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
と
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
手
渡
し
て
お
り
、

職
場
で
組
合
員
と
話
す
こ
と

も
で
き
て
喜
ば
れ
て
い
る
な

ど
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

宇
和
島
市
職
は
２
月

15日
、

執
行
委
員
会
を
リ
モ
ー
ト
形

式
で
開
催
し

11人
が
参
加
。

年
末
要
求
へ
の
回
答
に
関
わ
っ

て
、
宮
崎
委
員
長
か
ら
「
１

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｐ
Ｃ

に
よ
る
勤
怠
管
理
」
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
ケ
ア
労
働

者
へ
の
処
遇
改
善
で
は
、
当

局
か
ら
保
育
士
へ
の
改
善
案

が
示
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

保
育
士
の
執
行
委
員
か
ら
は

「
提
案
で
は
会
計
年
度
任
用

職
員
の
み
が
対
象
で
、
正
規

の
改
善
は
な
い
の
が
課
題
」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

正
規
保
育
士
の
改
善
に
必
要

と
な
る
条
例
改
正
の
動
き
は

伝
わ
っ
て
こ
な
い
こ
と
か
ら
、

改
善
対
象
を
正
規
保
育
士
に

ま
で
拡
大
さ
せ
る
こ
と
を
重

点
に
、
新
年
度
以
降
も
継
続

的
に
改
善
を
要
求
す
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

医
療
介
護
評
議
会
は
２
月

19日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

幹
事
会
を
開
催
。
経
過
の
報

告
に
続
い
て
、
ケ
ア
労
働
の

処
遇
改
善
に
向
け
た
情
報
で

は
、
県
本
部
か
ら
「
２
月
８

日
県
市
町
振
興
課
へ
の
要
請

で
担
当
課
か
ら
『
制
度
活
用

を
促
進
す
る
』
と
回
答
が
あ

り
つ
つ
も
『
特
殊
勤
務
手
当

の
支
給
に
よ
る
改
善
方
法
は

総
務
省
は
想
定
し
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
』
と
さ
れ
、

改
善
の
選
択
肢
が
狭
く
な
っ

て
い
る
」
と
状
況
報
告
が
あ

り
、
そ
の
上
で
改
め
て
制
度

を
学
習
。
講
師
の
高
尾
委
員

長
か
ら
は
「
す
べ
て
の
職
員

へ
改
善
を
広
げ
る
た
め
に
も

改
善
対
象
者
を
コ
メ
デ
ィ
カ

ル
な
ど
へ
広
げ
る
検
討
を
組

合
と
し
て
求
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
」
な
ど
組
合
要
求
の

視
点
で
解
説
し
ま
し
た
。
単

組
報
告
で
は
、
処
遇
改
善
、

人
員
の
不
足
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
対
応
な
ど
の
職
場
状
況
を

情
報
交
換
し
ま
し
た
。

３
月
５
日
、
青
プ
ロ
四
国

実
行
委
員
会
を
ｗ
ｅ
ｂ
で
開

催
し
、
３
県

13人
が
参
加
。

は
じ
め
に
、
青
プ
ロ
全
国
実

行
委
員
会
で
「
青
プ
ロ
の
開

催
時
期
を
当
初
予
定
の

22年

５
～
６
月
か
ら

22年
中
に
変

更
」
「
全
国
組
織
で
の
青
プ

ロ
は

22年
中
に
区
切
り
、

23

年
以
降
に
各
ブ
ロ
ッ
ク
主
催

で
青
プ
ロ
の
実
施
は
可
能
」

「
『
青
プ
ロ
全
国
経
験
交
流

会
（
仮
）
』
を

23年
２
月
頃

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
」
と

提
起
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
。

報
告
を
う
け
て
、
青
プ
ロ
四

国
の
開
催
に
つ
い
て
協
議
し
、

６
月

11日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
と
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
と
レ
ク
企
画
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。
内
容
は
こ
れ

ま
で
準
備
し
て
き
た
も
の
を

ベ
ー
ス
に
改
良
を
加
え
、
四

国
実
行
委
員
会
と
し
て
や
り

き
り
区
切
り
と
し
ま
す
。

宇
和
島
病
院
労
組
は
２
月

25日
、
病
院
内
保
育
園
の
さ

く
ら
保
育
園
の
新
築
移
転
に

伴
い
、
記
念
品
を
贈
り
ま
し

た
。
２
月
の
執
行
委
員
会
の

際
に
こ
の
と
り
く
み
を
決
定

し
、
保
育
園
に
直
接
「
何
か

欲
し
い
も
の
は
？
」
と
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
「
掛
時
計

が
欲
し
い
」
と
の
こ
と
で
お

届
け
し
ま
し
た
。
保
育
園
の

年
長
さ
ん
が
ち
ょ
う
ど
６
人

い
た
の
で
、
園
児
さ
ん
１
人

ひ
と
り
に
手
渡
し
で
、
保
育

園
希
望
の
掛
時
計
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。
保
育
園
か

ら
も
「
新
し
い
園
舎
に
も
ぜ

ひ
お
い
で
下
さ
い
」
と
言
っ

て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち

に
も
先
生
た
ち
に
も
大
変
喜

ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
新

し
い
時
計
と
共
に
新
し
い
園

舎
に
て
ス
テ
キ
な
時
を
刻
ん

で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

西
予
市
職
労
は
２
月

19日
、

「
災
害
と
自
治
体
」
を
テ
ー

マ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ

れ
た
福
島
地
方
自
治
研
究
集

会
に
４
人
が
参
加
。
西
予
市

役
所
に
講
師
を
依
頼
さ
れ
た

こ
と
か
ら
「
平
成

30年
７
月

豪
雨
に
学
ぶ
」
と
題
し
て
講

演
。
西
予
市
危
機
管
理
課
の

宇
都
宮
係
長
が
、
当
時
の
概

要
や
当
時
の
避
難
所
運
営
、

そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

現
在
の
避
難
所
運
営
の
難
し

さ
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
、
大

規
模
災
害
へ
の
備
え
（
事
前

復
興
）
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
、

参
加
し
た
組
合
員
か
ら
は
、

当
時
を
思
い
出
し
災
害
に
備

え
る
気
持
ち
を
新
た
に
し
た
。

西
予
市
の
復
興
へ
の
取
り
組

み
や
事
前
復
興
に
つ
い
て
学

習
で
き
て
よ
か
っ
た
。
な
ど

の
声
が
あ
り
、
「
い
ざ
と
い

う
と
き
の
た
め
に
日
ご
ろ
か

ら
情
報
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、

備
え
て
お
く
こ
と
の
大
切
さ
」

を
改
め
て
組
合
内
外
に
届
け

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
毎
日
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
観
て
い
ま
す
。
数
分
間
の

勝
負
に
４
年
間
捧
げ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
尊
敬
し
ま
す
。
メ

ダ
ル
有
力
と
注
目
さ
れ
て
も

結
果
に
涙
す
る
姿
を
見
て
、

エ
ー
ル
を
送
り
た
い
で
す
。

（
新
居
浜
・
西
原
）

■
「
湯
け
む
り
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー

20」
に
応
募
す
る
た
め
、

主
人
と
温
泉
通
り
へ
…
。
温

厚
な
人
柄
の
主
人
は
私
に
入

浴
時
間
も
合
わ
せ
て
く
れ
る

の
だ
け
ど
、
は
や
そ
れ
が
気

が
重
く
感
じ
る
。
応
募
条
件

ク
リ
ア
し
た
の
で
、
ま
た
別

行
動
か
な
…
。

（
伊
予
・
向
井
）

■
と
あ
る
瀬
戸
内
銘
菓
が
好

き
で
新
商
品
が
出
る
た
び
に

買
っ
て
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

今
日
も
店
で
新
商
品
を
見
つ

け
て
買
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
伊
予
・
岡
本
）

■
最
近
子
ど
も
達
と
オ
ン
ラ

イ
ン
ゲ
ー
ム
に
は
ま
っ
て
い

ま
す
。
遠
く
離
れ
た
従
兄
弟

達
と
ボ
イ
ス
チ
ャ
ッ
ト
し
な

が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
自

分
が
小
さ
い
時
の
ゲ
ー
ム
と

は
ま
た
違
い
、
時
代
の
流
れ

を
し
み
じ
み
感
じ
…
コ
ロ
ナ

収
束
し
た
ら
、
み
ん
な
で
集

ま
っ
て
ゲ
ー
ム
し
た
い
で
す
。

（
伊
予
・
篠
原
）

■
フ
ラ
イ
パ
ン
を
テ
フ
ロ
ン

か
ら
鉄
フ
ラ
イ
パ
ン
に
買
い

換
え
ま
し
た
。
油
な
ら
し
な

ど
の
手
間
は
か
か
り
ま
す
が

経
年
劣
化
す
る
テ
フ
ロ
ン
か

ら
経
年
進
化
す
る
鉄
フ
ラ
イ

パ
ン
、
最
高
で
す
。

（
西
条
・
中
島
）

■
娘
も
小
学
校
卒
業
。
息
子

も
受
験
生
。
変
化
の
年
度
に

な
り
そ
う
で
す
。
頑
張
る
ぞ
！

（
西
予
・
山
里
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５４２号

２０２２年 ３月２０日

■
５
４
０
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
」
で
し
た
。
正
解
は

15通

で
し
た
。
正
解
者
の
な
か
か

ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
進
呈
い
た
し
ま
す
。
（
敬

称
略
）

大
石
芽
久
美
（
新
居
浜
）

山
里
敬
一
郎
（
西

予
）

中
島
三
博
（
西

条
）

上
本
真
由
（
伊

予
）

武
智

徹
（
東

温
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
４
月

27日
【
発

表
】
５
４
４
号
（
５
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①四国八十八箇所第24番札所

④（証券）敵対的ＴＯＢ（公開○○○○）

⑦人に渡すお金の上前をはねる。

売上から○○○○

⑧ことわざ。利は○○○○来たらず

⑨ほのかに。かすかに。うすく

【タテのカギ】

①すべてをひっくるめているさま。総括的

②まだ発表されていない。○○○○○○の

作品

③○○う、○○どく、さんび○○こぶた

⑤県が設立し維持する。○○○○高校

⑥収穫した稲のもみを取り去ったもの

マ
ス
目
を
埋

め
、
二

重
枠
の
７

文
字
で

、

「
後
が
な
い

」
に
し

て
下
さ
い

。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


